
●
糖
尿
病
の
影
響

　

近
年
、
糖
尿
病
の
頻
度
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
治
療
が
不
十
分

な
場
合
は
他
の
病
気
の
経
過
を
複

雑
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
放
置
病
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
糖
尿
病
は
自
覚
症
状

に
乏
し
く
、
医
療
機
関
に
受
診
し

て
い
る
患
者
は
約
半
数
程
度
に
過

ぎ
ず
、
半
数
は
自
分
の
病
気
に
気

が
つ
か
な
い
か
、
治
療
を
中
断
し

未
治
療
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
救
急
の
現
場
で
は
、

軽
視
し
て
い
た
糖
尿
病
が
問
題
と

な
り
ま
す
。

　

日
常
的
に
事
故
や
転
倒
で
骨
折

や
外
傷
の
救
急
患
者
が
来
院
し
ま

す
。
他
に
病
気
が
な
け
れ
ば
、
治

療
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
の
糖
尿
病

が
あ
れ
ば
、
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
手
術
が
で
き
ま
せ
ん
。
手
術
前

に
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
血
糖
値
の
程
度
を
評

価
し
、
手
術
が
比
較
的
安
全
に
行

え
、
術
後
に
創
部
が
き
れ
い
に
治

る
レ
ベ
ル
に
血
糖
を
調
節
し
て
か

ら
手
術
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー
※

）
が
８
％
以
上

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
例
で
は
、

最
低
で
も
１
～
２
週
間
は
血
糖
調

節
の
た
め
に
時
間
が
必
要
で
す
。

※
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
指
標
で
過
去
１
～
２
カ
月
の

平
均
血
糖
値
を
反
映
し
ま
す
。

　　

血
糖
値
は
現
在
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
状
態
を
表
し
ま
す
が
、
ど
の

程
度
の
期
間
、
糖
尿
病
が
続
い
て

い
た
か
は
合
併
症
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
罹り

び
ょ
う病
期
間
（
病
気
に
か
か
る

期
間
）
が
長
く
な
れ
ば
、
潜
在
性

に
重
症
の
合
併
症
を
も
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
は
神
経

障
害
、
網
膜
症
、
腎
症
で
す
。

　

急
病
の
治
療
の
た
め
に
早
急
に

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す

が
、
神
経
障
害
や
眼
に
進
行
し
た

糖
尿
病
特
有
の
網
膜
症
が
あ
る
場

合
は
、
急
激
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

た
め
に
合
併
症
の
悪
化
を
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

眼
合
併
症
に
よ
る
視
力
障
害
は

日
常
生
活
に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
合
併
症
の
悪
化
を
回
避
す

る
た
め
に
も
不
測
の
事
態
に
備
え

て
、
普
段
か
ら
の
糖
尿
病
の
管
理

が
不
可
欠
で
す
。

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

小
太
り
程
度
の
肥
満
が
増
え
、

メ
タ
ボ
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
）
と
診
断
さ
れ
る
方
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
で
は
境
界
型
の
糖
尿

病
の
合
併
を
認
め
ま
す
。「
境
界

型
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
ま
だ
ま

だ
軽
い
」
と
思
っ
て
安
心
し
ま
す

が
、
メ
タ
ボ
は
突
然
死
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
は
腹
部
に
脂
肪
が
つ
く

内
臓
型
肥
満
で
す
。
腹
部
肥
満
で

は
、
脂
肪
細
胞
の
大
き
さ
と
数
が

増
え
、
脂
肪
細
胞
の
機
能
が
変
化

し
、
生
理
活
性
物
質
の
脂
肪
細
胞

か
ら
の
分
泌
が
増
え
ま
す
。
そ
れ

ら
は
血
圧
、
糖
代
謝
、
脂
質
代
謝

を
変
化
さ
せ
、
そ
の
変
化
は
脳
、

心
臓
、
下
肢
の
大
血
管
を
傷
め
、

動
脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
合
併
症
は
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
と
進
行
し
ま
す

が
、
メ
タ
ボ
の
血
管
障
害
は
、
小

太
り
で
、
軽
度
の
高
血
圧
、
軽
度

の
代
謝
障
害
の
段
階
で
始
ま
り
ま

す
。
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
、
働

き
盛
り
に
突
然
、
脳
血
管
障
害
や

心
筋
梗
塞
を
発
症
し
、
重
症
の
後

遺
症
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
は
上
手
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
糖

尿
病
は
軽
く
て
も
放
置
せ
ず
、
定

期
的
な
検
査
で
自
分
の
状
態
を
把

握
し
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
生
活
習
慣
の
改
善

で
す
。
三
度
の
食
事
を
大
切
に

し
、
カ
ロ
リ
ー
摂
取
は
食
事
中
心

に
し
ま
す
。
間
食
や
ジ
ュ
ー
ス
類

を
多
く
摂
取
し
、
代
わ
り
に
ご
飯

を
減
ら
す
と
返
っ
て
肥
満
に
な
り

ま
す
。
朝
型
の
生
活
を
心
が
け
、

夜
型
生
活
で
の
夜
食
摂
取
を
避
け

ま
す
。
忙
し
い
中
で
も
運
動
量
を

増
や
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

減
量
し
て
体
重
の
維
持
の
た
め

に
は
、
活
動
量
の
確
保
が
必
要
で

す
。
禁
煙
は
ぜ
ひ
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

●
糖
尿
病
の
急
性
合
併
症

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
意
識
障
害

を
起
こ
す
急
性
合
併
症
に
は
、
高

血
糖
と
低
血
糖
に
よ
る
昏
睡
が
あ

り
ま
す
。
高
血
糖
に
よ
る
も
の

に
は
高
浸
透
圧
高
血
糖
症
候
群
が

あ
り
ま
す
。
軽
症
の
糖
尿
病
で
も

感
染
症
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
投
与
、

脱
水
を
契
機
に
思
わ
ぬ
高
血
糖
に

陥
り
発
症
し
ま
す
。
高
血
糖
に
よ

る
糖
尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
中
の
患
者

さ
ん
が
感
冒
な
ど
で
食
事
が
取
れ

な
い
と
き
な
ど
に
、
イ
ン
ス
リ
ン

注
射
を
中
断
す
る
と
起
こ
り
ま
す
。

　

頻
度
と
し
て
多
い
の
は
低
血
糖

性
昏
睡
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
治
療

や
経
口
血
糖
降
下
薬
の
治
療
中
に

血
糖
が
急
激
に
下
が
り
、
十
分
対

処
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
発
症
し

ま
す
。
日
中
の
活
動
量
が
多
か
っ

た
と
き
、
そ
の
日
の
夜
に
遅
れ
て

低
血
糖
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

普
段
か
ら
食
事
量
、
活
動
量
、

イ
ン
ス
リ
ン
投
与
量
と
血
糖
変
動

に
つ
い
て
観
察
し
、
主
治
医
と
低

血
糖
回
避
と
低
血
糖
時
の
素
早
い

対
処
法
を
相
談
し
、
家
族
か
ら
援

助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
以
上
の
よ
う
に

救
急
医
療
と
も
関
連
し
ま
す
が
、

普
段
か
ら
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
す
。
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